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Ｄ－１破砕帯ピット

2015年11月の申請に向けて、
Ｋ断層の分布範囲、Ｄ－１破砕帯を確認するため、
ふげん道路ピットを拡張
（原電道路ピット西向き法面と一体化）
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【参考】 Ⅾ－１破砕帯に関する評価（１／ ６ ）

➍

番号（➊～➏）は、後頁と同じ



※本頁では「将来活動する可能性のある断層等」を「活断層等」と記載している。

＜ これまでの評価 ＞

Ｋ断層

Ⅾ－1破砕帯(Ｇ断層)

＜活 動 性＞ 活断層等ではない。

・Ⅾ－1トレンチ北側ピット及び１－１ピットにおいて、１３万年
前より古い地層（①層及び②層）に変位・変形を与えて
いないことを確認。

＜活 動 性＞ 活断層等ではない。

・北西法面、原電道路ピットにおいて、１３万年前より古い地層

（③層）に覆われていることを確認。

＜連 続 性＞ Ｋ断層は２号機原子炉建屋の方向に延びて

おらず、Ⅾ－1破砕帯（Ｇ断層）と一連では

ない。

・原電道路ピット付近でＫ断層がほぼ消滅していることを確認。

・ボーリング調査（計６本）の結果から、２号機側にはＫ断層と

同じずれの破砕帯は一切ないことを確認。また、Ⅾ－1破砕帯

（Ｇ断層）は、K断層とずれの向きなどの性状が異なることを

確認。

＜活 動 性＞ 新たに複数個所でピット調査等を実施し、活断層等でないことが更に補強

された。

・北西法面の追加調査（掘り込みによる追加観察、CTによる堆積状況の詳細観察）により、Ｋ断層が

１３万年前よりも古い地層（③層）に覆われていることを、より明確に確認。➋

・原電道路ピット、ふげん道路ピットのデータ拡充（地層の連続性調査、地層の変位・変形に関するデータ

拡充）により、Ｋ断層が１３万年前よりも古い地層（③層）に覆われていることを、より明確に

確認。➌➍

＜ データ拡充に基づく評価 ＞
Ⅾ－1破砕帯(Ｇ断層)

＜活 動 性＞ 新たにピット調査等を実施し、活断層等でないことが更に補強された。

・Ⅾ－1トレンチ北側ピット及び１－１ピットに加え、ふげん道路ピットにおいても、１３万年前

より古い地層（①層）に変位・変形を与えていないことを確認。➊

Ｋ断層

＜連 続 性＞新たに複数個所でボーリング調査やピット調査等を実施し、Ｋ断層は２号機

原子炉建屋方向に延びておらず、Ｄ－1破砕帯（Ｇ断層）を含め原子炉建屋直下

のすべての破砕帯とも一連ではないことが更に補強された。

・ふげん道路ピット中央付近より２号機側では、Ｋ断層は確認されない。➎

・追加ボーリング調査 （今回４本追加）の結果から、 ２号機側にはＫ断層[逆断層]と同じずれ

の破砕帯が一切ないことを、より明確に確認。また、Ⅾ－1破砕帯（Ｇ断層）[正断層]を含め

原子炉建屋直下のすべての破砕帯は、Ｋ断層とずれの向きなどの性状が異なることを、より明確

に確認。➏

番号（➊～➏）は、前頁と同じ【参考】 Ⅾ－１破砕帯に関する評価（２／ ６ ）



【参考】 Ⅾ－１破砕帯に関する評価（３／ ６ ）



【参考】 Ⅾ－１破砕帯に関する評価（４／ ６ ）

【掘り込み前】



【参考】 Ⅾ－１破砕帯に関する評価（５／６ ）

【掘り込み後】



【参考】 Ⅾ－１破砕帯に関する評価（６／６）


